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千里梅林（みなべ町）

日本一の梅の里みなべ町にある千里梅林では、千里の浜を見おろす丘陵地に、白梅と海と青空が織り
なす素晴らしい風景をご覧いただけます。

２月中旬からの見ごろには、列車の車窓から満開の梅林を楽しむことができます。
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2019 年 の 漢 字 は 「進 」  
 
 毎 年 、毎 日 新 聞か らの お 求め で 、 お正 月号 に 載せ る か ら、 今年 に ふさ わ し い

漢字 を 一字 選 ん で書 をし た ため て く ださ いと い うも の が あり ます 。 歴代 知 事 な

どは 、 おそ ら く 多く の方 面 から 揮毫
き ご う

を 求 めら れた の でし ょ う か、 誰々 書 とい う

記念 碑 が一 杯 あ りま す。私は 書 を 習っ た こと が ない の で 大い に苦 手 とし て い て、

少し は 断り 切 れ なく て書 き まし た が 、大 いに 負 担で す 。 もっ と負 担 なの は 、 字

の選 定 であ り ま す。 あれ も これ も た くさ ん課 題 に取 り 組 まな けれ ば なら な い 県

知事 と して は 、 一つ の字 だ けで 思 い を表 せと 言 われ る と 、大 いに 悩 みま す 。 悩

んだ 末 に選 ん だ のが 「進 」 であ り ま す。  
 ｢進 ｣はど ん ど ん前 へ進 む とい う 意 味で あり 、前進 、躍進 、進歩 、進撃 、進化 、

進展 な どの 熟 語 があ りま す 。昨 年 は 「駆 」と い う字 を 選 んで 、和 歌 山県 も 、 イ

ンフ ラ その 他 も う一 度発 展 をす る た めの 条件 、 素地 が 整 って きた か ら、 み ん な

で力 を 合わ せ て 高み に駆 け 上が ろ う とい う意 味 を込 め ま した 。今 年 の「 進 」 に

は、 高 みに 駆 け 上が った 後 も、 た ゆ まず 前へ 進 み続 け る 努力 をし よ う、 そ う す

れば 県 の繁 栄 と 県民 の幸 せ は必 ず 実 現で きる は ずだ と の 思い が込 め られ て い ま

す。  
 平 川 祐弘 さ ん の著 作に 「 進歩 が ま だ希 望で あ った 頃 」 とい うの が あっ て 、 近

代化 に よる 進 歩 が人 々の 等 しく 望 む 目標 であ っ た近 代 の 社会 が、 そ の後 の 時 代

のそ れ への 懐 疑 主義 の世 相 との 対 比 で述 べら れ てい ま す 。私 は明 治 維新 151 年

目の 本 年、 和 歌 山に とっ て 、進 歩 は 、そ して そ のた め の 努力 は、 未 だに 希 望 そ

のも の であ る と 信じ ます 。  
 
 
 
 
 
 

  和歌山県知事  仁  坂  吉  伸  

 

 
1 / 1 5  記 者 会 見 室 に て  
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●和歌山弁護士会と災害ＡＤＲの協定を締結しました                      

 
１２月２６日、県は和歌山弁護士会との

間で、大規模災害に伴う民事トラブルの解

決を支援する裁判外紛争解決手続（災害Ａ

ＤＲ）に関する協定を締結しました。 

災害ＡＤＲは、当事者の申立を受け、弁

護士が仲裁人となり両者の言い分を聞き、

和解による解決を目指すもので、裁判に比

べ時間や費用が少なく済むという利点があります。 

協定の主な内容は、災害発生時に県が法律相談会を開催する場合には、弁護士会は無料

で弁護士を派遣し、弁護士会が災害ＡＤＲを実施する場合には、県は開催場所の確保や広

報に協力するというものです。 

大規模災害の被災地では、不動産の賃貸借や土地の境界といったトラブルが多発する一

方、双方が被災者となるケースも多く、迅速な紛争解決が早期の生活再建につながると言

われています。平成２８年に大規模な地震被害を受けた熊本県では、家屋の修繕費負担や

賃貸物件の立ち退きを巡る問題が続出しました。 

本県では、近い将来に起こるとされる南海トラフ地震への備えとして事前に協定を締結

しました。なお、弁護士会と都道府県の災害ＡＤＲ協定は全国初となります。 

県では今後も、大規模災害が発生した際、早期の復旧・復興を図るため、あらゆる対策

を講じてまいります。 

 

●県災害ボランティアセンター常設化１０周年記念フォーラムが開催されました                      

 
「防災とボランティア週間」最終日の１月２１

日、社会福祉法人和歌山県社会福祉協議会と和歌

山県災害ボランティアセンターが主催する「和歌

山県災害ボランティアセンター常設化１０周年

記念フォーラム」が開催されました。 

県災害ボランティアセンターは、県社会福祉協

議会が運営しており、災害発生時には、県の内外

によらず、ボランティアバスの運行や職員派遣、資機材の提供、地域の支え合いの拠点と

なる市町村災害ボランティアセンターの支援を行っています。また、平常時は災害対応の

訓練や人材育成に取り組み、災害時に支え合える地域づくりを進めています。 

これまで東日本大震災や紀伊半島大水害、熊本地震、昨年の７月豪雨などの支援にボラ

ンティアバスを７６回運行し、延べ１６００人を超えるボランティアが参加。また、平成 

和歌山弁護士会の皆さんと知事 

フォーラムの様子 
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２４年に開始した災害ボランティア登録制度には、現在６２０名が登録しています。 

約３３０人が参加したフォーラムは、「１０年の取組をしっかりと振り返り、反省を生

かしていこう」との県災害ボランティアセンター長の挨拶で開会。続いて県社会福祉協議

会の南出主任から県災害ボランティアセンター１０年の取組について説明がありました。 

その後、桒原英文氏（コミュニティ・エンパワメント・オフィスＦＥＥＬ Ｄｏ代表）に

よる「災害時にも強く、一人ひとりを大切にする“地域”とは」と題する基調講演や県内

外の市町村社会福祉協議会や関係団体による「あの日あの時の教訓を紡ぐ“いま”」と題

したリレートークが行われました。 

平成７年に発生した阪神・淡路大震災により、被災地を支援するボランティアが注目を

集め、そのコーディネートの必要性が認識されました。被災地の支援を即座に行うために

は日常的な関わりが不可欠なことから、県社会福祉協議会では県や関係団体等との協議を

重ね、平成２０年１０月１０日、県災害ボランティアセンターの常設化に至りました。 

県災害ボランティアセンターの運営は、「被災者中心、地元主体、協働」の３原則をも

とに、多くの実践が積み重ねられてきました。この１０年の間、全国各地で多発する自然

災害に対して、救援にはボランティア・市民活動が不可欠な存在との認識が高まり、被災

地では、多くのボランティアが地域住民と力を合わせて、生活再建やまちの復興を目指し

て様々な取組が展開されてきました。 

本県においては、南海トラフや中央構造線断層帯の地震発生が危ぶまれ、さらに、台風

や集中豪雨等に対して防災の取組強化が必要とされています。 

県災害ボランティアセンターでは広域・同時多発災害への支援体制づくりを課題として

「災害時にも、支え合える“地域”“人材”“つながり”」づくりに取り組んでいます。 

 

●第５世代移動通信システムを使った遠隔診療の実証試験（※１）を実施                      

 
県では、昨年度からＮＴＴドコモ、県立医科大

学（医大）との３者で協定を締結し、第５世代移

動通信システム「５Ｇ」（※２）を活用した遠隔

医療の実用化に向けた取組に協力しています。 

昨年２月から３月にかけて医療分野において

は日本初の実証試験を行いました。 

この度、２度目の実証試験を本年１月１５日か

ら２５日までの間に実施しました。昨年と同じく

医大（和歌山市）から約４０ｋｍ離れた日高川町国保川上診療所を５Ｇでつなぎ、現場の

診察を医大の医師が助言しました。今回は新たな試みとして、訪問診療先と医大をつない

だ他、遠隔教育として、医大の専門医が離れた場所にいる若手医師に対し、胃カメラなど

の操作を指導しました。 

訪問診療先の様子 
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５Ｇにより高精細な映像のリアルタイムな伝送

や多様な医療機器の接続ができるため、自宅等で高

度な医療を受けられる他、地域の医師のレベルアッ

プも図れ、住民の安全・安心につながります。 

実際、実証試験を通じ参加した医大の医師は、目

の前で診る感覚にかなり近く、今後、十分取り入れ

ていけると話しており、診察を受けた男性は、専門

の偉い先生に見てもらえてとてもありがたいと話

していました。 

また、ＮＴＴドコモ担当者からは、世界的に関心が高く先駆けとなる実証事例で、実用

化は和歌山県から始めたいとお話いただいています。 

山間部が多く診療所が点在する本県としては、試験結果を踏まえ、医療分野で更に活用

されることが期待でき、今後も積極的に実証試験に協力していきたいと考えています。 
 

※１ 本試験は、ＮＴＴドコモが実施主体となり総務省から請け負った平成３０年度５Ｇ総合実証試験「屋

外環境において平均４－８Ｇｂｐｓの超高速通信を可能とする第５世代移動通信システムの技術的

条件等に関する調査検討の請負」として実施されました。 

※２ ５Ｇとは、現行の携帯電話などで使われる４Ｇに比べ、通信のタイムラグが極めて小さく、大容量

で１００倍以上の高速通信が可能となる無線通信システムのことで、２０２０年の実用化を目指し、

総務省主導で過疎化が進む地域の医療分野などでの活用をはじめ、様々な分野での実証試験が進め

られています。 

 

●知事のスペイン訪問                            
 
知事は、熊野古道とサンティアゴ巡礼道の姉妹道提携２０周年を記念したガリシア州と

の共同プロモーション事業の集大成として、１月２２日からの６日間、スペインを訪問し

ました。 

 

旅行博覧会ＦＩＴＵＲにおける 

姉妹道共同プロモーション 

欧州屈指の規模を誇る旅行博覧会ＦＩＴＵＲ（フ

ィトゥール）において、ガリシア州のフェイホー州

首相とともに、現地メディアに対して熊野古道とサ

ンティアゴ巡礼道の共同ＰＲをおこないました。 

また、州首相との間で、両県州の機関がお互いの

国の現地拠点として観光プロモーションを展開することについて合意がなされました。 

ＦＩＴＵＲ会場では、清野ＪＮＴＯ（日本政府観光局）理事長とも面会。スペイン国内 

訪問診療先に助言をする県立医大の医師 

握手を交わすフェイホー州首相と知事 
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で増える日本の旅行先の報道では、和歌山は東京、京都に次ぐ露出量で、特に熊野古道は、

高い精神性を有することから、スペイン国民に受け入れられやすいとの説明がありました。 

 

熊野古道写真展オープニングイベント 

 州立巡礼博物館において、ガリシア州の写真家、

ルイス＝ガーゴ氏の作品展「熊野古道写真展」が約

３ヶ月にわたり開催されることとなりました。 

知事は、現地メディア等関係者約１３０人が出席

したオープニングイベントにおいて、世界的旅行ガ

イドブック「ロンリープラネット」の“世界の訪れ

るべき地域”に選出された和歌山が誇る世界遺産の魅力を感じてほしいとＰＲしました。 

また、地元ガリシア州のテレビ局「El Correo Gallego」のインタビューに応じ、熊野古

道の魅力は地元食材を使った食事にもあることや、ガリシア州との青少年交流事業の参加

者が両県州の友好関係を未来に紡ぐ存在であること等を紹介しました。 
 

その他にも、和歌山県を含む日本周遊ツアーを造成、販売しているイベロ・ジャパン社

の三上社長へのトップセールスや、ガリシア州のロマン＝ロドリゲス州文化観光大臣と面

会し、東京での共同プロモーションへの参加のお礼と、両県州の結びつきを世界各地でＰ

Ｒしていくことの確認を行いました。 
 

今後も様々な交流を行い、「巡礼」が結んだガリシア州との友好関係がさらに拡大・深

化するよう働きかけてまいります。 

 

●光アップコンバージョンフィルムを開発しました                      

 
この度、県工業技術センターでは、「低いエ

ネルギーの光（緑色）」を「高いエネルギーの

光（青色）」に変換する「光アップコンバージ

ョンを起こすフィルム」を開発し、昨年１１月

に特許を取得しました。 

光は、太陽、蛍光灯、白熱灯などから発生す

る電磁波の一種です。電磁波には、赤外線や紫

外線、可視光線などがあり、それぞれに波長の

長短があります。 

この電磁波の中で、私達の目に見える電磁波のことを「可視光線」と呼びます。また、

ニュートンが行った太陽光をプリズムに通す実験により、太陽光の中には、赤、橙、黄、

緑、青、藍、紫の様々な色が含まれていることが分かっています。太陽光には、全ての可

視光線がほぼ均等に含まれているので白色に見えます。 

州立巡礼博物館でプレゼンテーションを行う知事 
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可視光線の中で一番波長の長い色は赤色で、一番波長の短い色は紫です。そして、「赤

外線」は、可視光線の赤い光よりも長い波長の電磁波です。別名「熱線」と呼ばれ、コタ

ツなどに利用されています。一方、「紫外線」は可視光線の紫の光よりも短い波長の電磁

波で、殺菌や滅菌などに使われています。 

アップコンバージョンは、これらの光や電磁波の内、長い波長（低いエネルギー）のも

のを短い波長（高いエネルギー）のものに変換する技術のことです。これまでは、特殊な 

結晶や溶液（半固体）等でのみ起こる現象で、空気に触れると光が消えるため、実用化に

は至っていませんでした。 

工業技術センターでは、平成２９年度から県内産業が将来的に必要とする技術を研究開

発する「コア技術確立事業」のテーマの一つとして、「未利用光の有効活用」に取り組ん

でいました。その研究の結果、独自の技術により、空気中でも光アップコンバージョン現

象を起こす透明なプラスティックフィルムの開発に成功しました。 

今後、研究を進めて赤外線を可視光線に変換できるようになると、次のようなことへの

利用が期待されます。 

現在の太陽光発電では、太陽から降り注ぐ光の内、赤外

線より短い波長の光を発電に利用していますが、このフィ

ルムをパネルに貼ることにより、いままで利用できなかっ

た赤外線を発電に利用できます。 

その他にも、このフィルムを窓に貼れば、赤外線による

室温の上昇を抑えるとともに、赤外線を可視光線に変換し、

室内を明るくしてくれます。冷房の負荷を下げ、なおかつ

照明の負荷も下げる省エネフィルムになります。 

また、光アップコンバージョンは実用化されていない技術のため紙幣等の偽造防止にも

使うことができます。 

現在、実用化に向け、世界トップレベルの色素開発技術者が在籍するオーストラリアの

ウロンゴン大学に研究員を派遣し、高効率的な色素開発を研究する他、発光機構の解明と

ノウハウの蓄積に取り組んでいます。今後は、県内企業との共同研究を模索し実用的な用

途開発を進めます。 

 

●和歌山県立医科大学の膵臓癌免疫療法治験が全国１１施設に拡大                      

 
和歌山県立医科大学は、平成２９年３月から膵臓癌に対する日本で初めての樹状細胞免

疫療法の治験を実施しています。これまで、治験として初めて患者に投与する製品である

ことから、県立医科大学外科学第２講座の単施設で開始し安全性を確認していました。 

この度、治験における中間解析において安全性が確認され、効果安全性評価委員会から

治験継続の承認を得て、実施施設を全国の１１医療機関に展開することになりました。 
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今後はオールジャパン体制で樹状細

胞免疫療法の有効性を検証していくこ

とになり、実施医療機関を追加する予

定です。 

日本における膵臓癌の死亡数は年間

約３１，０００人で、肺癌、胃癌、結

腸癌に次いで第４位となっており、直

近２５年間の癌全体の発生率は１．３

倍、死亡率は０．９６倍であるのに対して、膵臓癌は発生率、死亡率ともに１．５倍に増

加している難治性の癌です。標準療法不応の進行膵癌の治療法はまだ確立されておらず、

より効果的な治療法が待ち望まれています。 

今回の治験で用いる樹状細胞は、癌免疫療法での司令塔となる細胞で、この樹状細胞に

より活性化した細胞（Ｔ細胞）が直接癌を攻撃するという従来にはない新たな免疫療法の

切り札となります。 

治験は、こうした治療を保険治療で行えるようにするのに必要な臨床試験で、安全性や

有効性が確かめられると国の薬事承認を得られます。県立医科大学では、２０２２年度中

に治験を終え、新薬としての製造販売承認の取得を目指しています。 

 

●「平成３０年度女性活躍推進賞」の表彰式を開催しました                      

 
１月１５日、女性の能力を十分に発揮

できる取組が他の模範となるような企業

等や個人を顕彰する「女性活躍推進賞」

の平成３０年度表彰式を知事室で執り行

い、３法人と１個人の方々に知事から表

彰状をお贈りしました。 

「女性活躍推進賞」は、女性が継続し

て就業し、活躍できる環境整備や風土づくりを促進することを目的に、本県の社会構造を

変革する仕組みの一つとして昨年度発足した女性活躍企業同盟の参加企業等や企業等の従

業員の中から受賞者を選出し、その功績を顕彰しています。 

医療法人藤民病院では、近隣病院の院内保育所が利用できるよう環境を整えたり育児短

時間勤務制度の利用期間を小学校就学前まで延長するなど、従業員の満足度の高い職場環

境を実現し、離職率が低くなっています。 

株式会社インテリックスでは、店長やエリアマネージャーへの女性の登用に力を入れた

結果、管理職全体の４２％が女性となっています。また現在、非正規職員を含む全従業員

の８４％が女性となっており、常に女性が働きやすい職場となっています。 

樹状細胞（木の枝のような突起を持つ免疫を担当する細胞の一種） 

受賞者の皆さんと知事 
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三井住友海上火災保険株式会社（和歌山支店）では、営業経験の無い女性社員のスキル

アップを目的とした事例集の作成、本店、海外の業務に自らチャレンジできる制度を創設

するなど、女性職員の職域拡大やキャリア形成に取り組んでいます。 

個人で受賞された剤盛堂薬品株式会社総務部係長の山本由起子氏は、社内初の産休・育

休取得者の経験を活かして、妊娠中の時差出勤や遅刻早退の有給休暇への振り替えなど

様々な提案を行い、制度が創設された結果、妊娠・出産・子育てのために離職する女性社 

員がいなくなりました。 

今後も県内の女性活躍企業等や個人の素晴らしい取組を顕彰するなど、県内の企業等に

おいて、女性が働きやすい環境整備が促進されるよう努めてまいります。 

 

●第１回クイズ大会「挑戦！わかやまの歴史」を開催しました                    

 
県では、歴史や文化財に興味を持つ子供達

が、さらに知識を深め、将来郷土の歴史を伝え

るリーダーとして活躍できる人材に育つよう、

様々な取組を進めています。 

１月２０日、その取組の一つとして、県内の

中学校、特別支援学校中学部に在籍する生徒を

対象に「第１回クイズ大会『挑戦！わかやまの

歴史』」開催しました。会場は、歴史・文化の

知識を競い合うにふさわしい国の重要文化財、

旧和歌山県議会議事堂が舞台となりました。 

クイズの問題は、和歌山の自然環境や歴史、

文化などについてまとめた教育副読本「わかや

ま何でも帳」や、昨年３月に作成し、全中学に

配布した県内を代表する様々な文化財が掲載

された「わかやまの文化財ガイドブック」から

出題しました。（なお、右の写真は「国宝の金剛峯寺不動堂など、多くの文化財で見られ

るヒノキの皮を用いた屋根を『何葺き』というでしょう？」という問題の答えです。） 

当日は、２１の中学校から同一校の３人で編成された４１チームが参加し、予選の○×

クイズに続き、本戦の早押しクイズで熱戦を繰り広げました。決勝には、智辯学園和歌山

中学校、県立桐蔭中学校、県立向陽中学校の３チームが進出し、見事、県立桐蔭中学校が

優勝しました。 

この他、県では今年度から、ふるさと教育の更なる推進のため、県内の中学校と高等学

校の生徒を対象に、わかやまふるさと検定を実施しています。 

子供達が郷土の先人や歴史、文化などへの理解を深めることで、ふるさとに誇りを持ち、 

予選の○×クイズの様子 

決勝の早押しクイズの様子 
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将来、ふるさとに貢献する人材に育ってもらえるよう、今後も様々な取組を進めてまいり

ます。 

 

●きいちゃんダンスコンテスト決勝大会を開催しました                      

 
いよいよ「ねんりんピック紀の国わかやま

２０１９」の開催が迫る中、大会開催の機運

醸成と、ねんりんピック関連行事の出演者選

定のため、１月２０日にきいちゃんダンスコ

ンテスト決勝大会を開催しました。 

決勝大会は、イオンモール和歌山１階サー

クルコートで開催し、ＶＴＲ審査を通過した

キッズ部門（小学６年生以下）６チーム、一 

般部門９チームが参加し、各部門の優勝をか

けた熱い戦いが繰り広げられました。 

当コンテストでは、各部門に優勝、準優勝、

特別賞を選定しており、キッズ部門の受賞チ

ームは、ねんりんピック総合開会式のメイン

アトラクションに参加していただきます。ま

た、一般部門の優勝、準優勝チームは、ねん

りんピック関連行事でダンスを披露していた

だきます。 

ダンスコンテストで入賞した皆さん、おめでとうございます。ねんりんピック本番にお

ける出演、頑張ってください。 

惜しくも入賞は果たせなかったけれど頑張ってダンスを憶えていただいた皆さんも、１

１月のねんりんピック開催に向け、応援をよろしくお願いします。 

【きいちゃんダンスコンテスト決勝大会受賞チーム】（敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜キッズ部門＞ 

優勝   フレンドリーダンサーズ ＨＩＲＯＳＥ 

 準優勝  松江小学校高学年元気チームＡ 

特別賞  チーム パエリア ジュニア、松江小学校低学年Ａハッスルチーム、 

       松江小学校低学年Ｂパワフルチーム、松江小学校高学年元気チームＢ 

＜一般部門＞ 

 優勝   Ｔｅａｍ雅龍 

 準優勝  皆で踊ろうＹａｃｃｈｏｎｓ～ 

  特別賞  紀美野町エクササイズサークル、よさこいげんごろう 

キッズ部門優勝「フレンドリーダンサーズHIROSE」の皆さん 

一般部門優勝「Ｔｅａｍ雅龍」の皆さん 
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●「みやげっと de プレミア和歌山」を始めました                      

 
県では、１月３１日から、メールやＬＩＮＥ（ライン）等、

インターネットで簡単にプレミア和歌山推奨品を贈ることが

できるサービス「みやげっと de プレミア和歌山」を始めて

います。 

「みやげっと」は、株式会社ギフトパッドが運営するカタ

ログギフトサービスで、贈る人は、出張先のホテルや旅館等

にある専用ポップ（案内看板）にあるＱＲコードをスマート

フォン等で読み取り、カタログギフトの購入コース情報をメ

ールやＬＩＮＥ等で簡単に送ることができます。メール等を

受け取った人は、送られてきたコース情報から好きな商品を

選び、受け取り住所等を入力して注文することで、数日後、

注文した商品を受け取ることができます。 

このサービスを利用することで、これまで、帰りの荷物になるからと出張先でのお土産

の購入を控えていた方や、普段ＬＩＮＥでやりとりをしている知り合いにお土産を送りた

いが住所が分からないという時などに、プレミア和歌山の県産品をお土産としてお贈りい

ただくことができます。 

ギフトコースは、３，２４０円、４，３２０円、５，４００円、６，４８０円（送料、

税込み）の４種類で、プレミア和歌山の梅干しやみかんジュース、しらすや真鯛などの商

品が登録されています。 

現在、和歌山市内のホテル（アバローム紀の国）に専用ポップを設置しサービスを開始

していますが、今後、県内の宿泊施設に設置箇所を拡大し、駅や電車内、タクシー車内な

どへの設置も検討していきます。 

なお、都道府県による「みやげっと」の活用は、本県が初めてです。今後も様々な取組

により、プレミア和歌山推奨品の更なる購入機会を創出し、販売促進を図ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらの専用ポップが目印です 
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●企画展「徳川治宝が生きた時代」の開催について                      

 
紀伊徳川家創設４００周年となる今年、県立博物館では「数奇の殿様」

とも呼ばれた紀伊藩１０代藩主徳川治宝（はるとみ）の企画展「徳川治宝

が生きた時代」を３月３日まで開催しています。 

この企画展では、治宝やその妻や娘、婿養子であった１１代藩主斉順（な

りゆき）、隠居後を過ごした西浜御殿に集まった側近の家臣に関わる資料

などを展示しています。中には、陸奥宗光が坂本龍馬に送った商いに関す

る意見書などもあり、治宝が亡くなった後の紀伊藩に関する人物の様子も

うかがうことができます。 

徳川治宝は、明和８年（１７７１年）に８代藩

主重倫（しげのり）の次男として生まれ、１９歳

で紀伊藩１０代藩主となります。学問好きで知ら

れた治宝は、藩士の子弟の教育を義務化し、和歌

山城下に学習館や医学館を開設します。その他に

も、仁井田好古や本居大平を登用して「紀伊続風

土記」を新撰させるなど、文化・芸術で多くの功

績を残しています。 

文政６年（１８２３年）、紀の川流域で「こぶ

ち騒動」と呼ばれる大規模な百姓一揆が勃発し、治宝はその責任を取る形で翌年藩主を斉

順に譲り、自身は西浜御殿に隠居します。しかし、隠居後も西浜御殿で藩政の実権を握り、

６３年もの長きにわたり治宝による治世は続きました。 

会期中は、ミュージアムトーク（担当学芸員による展示解説）も開催しておりますので、

この機会に、文雅を楽しんだ殿様ゆかりの品々から、故郷の歴史に思いを馳せてみてはい

かがでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和歌祭祭礼所用具 舞楽所用具のうち林歌
り ん が

 袍
ほう

 

１領 紀州東照宮蔵 

羽子板 徳川豊姫所用 

１握 県立博物館蔵  
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●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)の御案内                   

 

ふるさと和歌山応援寄附は、「ふるさと和歌山を大切にしたい」、「和歌山を応援した

い」という思いを具体化するための制度です。これまで多くの御寄附と力強い応援メッセ

ージを数多くいただいております。 

県では、ふるさと和歌山応援寄附を「世

界遺産『紀伊山地の霊場と参詣道』の保全

や活用」や「がん対策の充実」、「生涯ス

ポーツ・文化の振興」など１０の分野で活

用させていただいております。 

御寄附につきましては、郵送や振込みで

行うことができますが、クレジットカード

で行う場合は、ふるさと納税総合サイト

「 ふ る さ と チ ョ イ ス 」

（ https://www.furusato-tax.jp/city/p

roduct/30000）のサイト上で、簡単に申

込みとクレジットカードによる決済を行

うことができますので御利用ください。 

和歌山県外にお住まいの方のみ対象と

なりますが、1万円以上の御寄附をいただ

いた方には、プレミア和歌山の事業者に御

協力をお願いした 54 品目の返礼品の中か

ら１品をお選びいただきお届けしていま

す。 

また、インターネット限定で、２万円以

上の御寄附をいただいた方には、54 品目

又は特別メニューとして、和歌山特産のキ

ウイフルーツや熊野牛をお選びいただけ

ますので、和歌山県が誇る優良産品（プレ

ミア和歌山）を是非御堪能ください。 

また、返礼品とは別に、御希望の方に「和

歌山ファンクラブ」（和歌山県観光連盟所管）への入会権を贈呈しています。御入会いた

だくと、観光情報誌「紀州浪漫」の送付など、魅力ある特典がございます。お申し込みは

ふるさとチョイスからお願いします。 

ふるさと和歌山応援寄附についての詳細は、和歌山県のホームページ上の「ふるさと和

歌山応援サイト」に掲載していますので、是非御覧ください。 

これからも、ふるさと和歌山応援寄附に御協力いただきますよう、お願い申し上げます。 

単身者の場合 夫婦、子　2人の場合
給与収入 寄附金額目安 給与収入 寄附金額目安

300万円 31,000円 300万円 4,000円

400万円 46,000円 400万円 17,000円

500万円 67,000円 500万円 33,000円

600万円 84,000円 600万円 53,000円

700万円 118,000円 700万円 75,000円

800万円 141,000円 800万円 109,000円

900万円 164,000円 900万円 132,000円

1,000万円 188,000円 1,000万円 157,000円

1,500万円 394,000円 1,500万円 355,000円

2,000万円 572,000円 2,000万円 532,000円

自己負担額 2,000円を超える金額が全額控除される寄附金額の

目安は右表のとおりです。

【注意】

下の表はあくまでも目安としてお考えください。

全額控除される寄附金額の目安

○寄附金控除のしくみ
（例）

所得税
約800円

住民税
約7,200円

適用下限額
約2,000円

寄附金10,000円の場合

控除額合計約8,000円
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お礼の品一覧 

 

１品お選びいただけます！ 
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ふるさと和歌山応援サイト   

   
https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/ 

 

 ふるさと納税総合サイト「ふるさとチョイス」 

   

https://www.furusato-tax.jp/city/product/30000 
－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 
★お問合せ・申込窓口★            ☆お問合せ窓口☆ 
〒640-8585                  〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地         東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課            都道府県会館12階 
担当 工藤、田村、宮本            和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通)           担当 宮本 
FAX  073-423-1192              電話 03-5212-9057 

E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp   FAX  03-5212-9059 
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 イベント情報(２月中旬～３月) 
 

期間 行事名 場所 問い合わせ先 

2 月中旬 南の国の雪まつり 那智勝浦町・役場前 
南紀くろしお商工会 

0735-52-1089 

2 月中旬 

～ 
紀州海南ひなめぐり 海南市 

・駅前商店街、町内各所 
紀州海南ひなめぐり実行

委員 080-3840-0740 

2 月末 

まで 
仙人風呂 田辺市・川湯温泉 

熊野本宮観光協会 

0735-42-0735 

3 月上旬 雛流し 和歌山市・淡嶋神社 
淡嶋神社 

073-459-0043 

3 月上旬 紀の川流し雛 紀の川市・粉河寺 
粉河ふるさとセンター 

0736-73-3312 

3 月上旬 加太の桜鯛祭り 和歌山市 
・加太おさかな倉庫 

加太観光協会 

073-459-0003 

3 月上旬 高野の火祭り 高野町・金剛峯寺前 
高野山宿坊協会 

0736-56-2616 

3 月上旬 ケンケンかつお味覚祭り すさみ町・すさみ漁協 
すさみ町観光協会 

0735-34-3200 

3 月中旬 御乙
お と う

祭 御坊市・須佐神社 
御坊市商工会議所 

0738-23-5531 

3 月中旬 涅槃会
ね は ん え

 和歌山市・了法寺 
了法寺 

073-471-1376 

3 月中旬 生
お

石
いし

高原山焼き 
紀美野町、有田川町 

・生石高原 

紀美野町産業課 

073-489-5901 

有田川町商工観光課 

0737-52-2111 

3 月中旬 紀州湯浅のシロウオ祭り 湯浅町・島之内商店街 
湯浅町地方創生ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ戦

略推進課 0737-63-2525 

3 月下旬 桜・舞・道成寺 日高川町・道成寺 
おいでよ！日高実行委員

会 0738-22-2041 

3 月下旬 和歌浦天満宮大祭 和歌山市・和歌浦天満宮 
和歌浦天満宮 

073-444-4769 

3 月下旬 孫市まつり 
和歌山市 

・本願寺鷺ノ森別院 

孫市の会 

073-423-3136 

3 月下旬 ホエールウォッチング 那智勝浦町 
南紀マリンサービス 

0735-54-0725 

 

 

 

「孫市まつり」は戦国時代に活躍した雑賀孫市と、戦国時代最強

と謳われる鉄砲集団「雑賀衆」の活躍を今に伝えるイベントです。 

まつりでは、和歌山城から鷺ノ森別院まで雑賀衆武者行列が市内

を練り歩く他、紀州雑賀鉄砲隊による演舞も行われます。 
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                         ふるさと歳時記  

 
自然・風物情報(３月) 

 

時期 自然・風物名 場所 問い合わせ先 

3 月上旬 ツクシ顔を出す 県内各所  

3 月上旬 ハウス栽培のモモ開花 紀の川市・桃山町 あら川の桃振興協議会 

0736-66-1259 

3 月上旬 あまご漁解禁 
田辺市・熊野川 熊野川漁協 

0735-21-4193 

古座川町・古座川 古座川町漁協 

0735-72-3800 

3 月上旬 和歌山城のこも外し 和歌山市・和歌山公園 和歌山城整備企画課 

073-435-1044 

3 月上旬 シロウオ漁はじまる 湯浅町・広川河口 (一社)湯浅観光まちづく

り推進機構 0737-62-2525 

3 月中旬 クリスマスローズ見ごろ 田辺市・新庄総合公園 田辺市管理課 

0739-26-9966 

3 月中旬 椿 見ごろ 
紀の川市・桃源郷運動公園 紀の川市観光協会 

0736-73-3311 

和歌山市・友ヶ島 和歌山市観光協会 

073-433-8118 

3 月下旬 

和歌山公園動物園の 
ツキノワグマのベニー 
冬眠からお目覚め 

和歌山市・和歌山公園 
和歌山城整備企画課 

073-435-1044 

3 月下旬 シダレサクラの開花 田辺市中辺路町近露 中辺路町観光協会 

0739-64-1470 

3 月下旬 姫ひじきの収穫始まる 串本町・姫の磯 和歌山東漁協西向支所 

0735-72-0176 

3 月下旬 菜の花見ごろ 
橋本市・小峰台 はしもと広域観光案内所 

0736-33-3552 

上富田町・市ノ瀬 上富田町観光協会 

0739-47-0550 

3 月下旬 白モクレン見ごろ 田辺市・中辺路 中辺路観光協会 

0739-64-1470 
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～編集後記～ 
 
 

立春が過ぎ、そろそろ春の気配がと期待していた矢先に、記録的な大寒波が北日本を

中心に各地を襲いました。幸い和歌山では多少冷え込んだ程度で大きな混乱はありませ

んでしたが、皆様にはお大事なかったでしょうか。 
 

その大寒波の少し前、和歌山にホットなニュースが届きました。１月２０日、広島県

で開催された全国都道府県対抗男子駅伝で、和歌山県チームが過去最高の９位となりま

した。これまでの最高位が２６位でしたので大変な躍進ですが、この結果は決してまぐ

れや偶然ではありません。 
 

今や和歌山の２月の風物詩ともなっている「市町村対抗ジュニア駅伝競走大会」は平

成１４年に始まりました。小中学生を対象としたこの大会は、小さい頃から陸上に興味

を持たせ、競争力の底上げを図ることがそのねらいの一つで、今回の都道府県対抗駅伝

で活躍した全ての選手がこのジュニア駅伝から巣立っています。 
 

また、彼らを率いた藤井監督は、現在、田辺工業高校の陸上部顧問を務め、同校を全

国高校駅伝に初出場させた実績を持つ名監督ですが、その指導も躍進の要因の一つです。 
藤井監督は今大会に臨み、「歴史を変えよう」とその熱い思いを選手たちに伝えていたそ

うです。 
 
 歴史が変わるとき、そこには必ずそうなるための準備とそれにかける人の思いがある

のだなと改めて感心しました。 
 
 最後に、もう一つスポーツの話題を。３月２３日に開幕する春のセンバツ高校野球に

和歌山県から智弁和歌山と市立和歌山の２校が選出されました。本県から同時に２校が

選出されるのは５年ぶりのこと。全国に「野球王国和歌山」を改めて印象づけてくれる

ものと今からワクワクしています。春が待ち遠しい限りです。 
 

  知事室秘書課長  生駒 享 

 
 
 
 
 

 和歌山だよりに対するご意見・ご感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌
山に関する情報をご提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと
考えています。 
 （下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。） 

  ■FAX 073-422-4032  

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

  和歌山県のホームページ   https://www.pref.wakayama.lg.jp/   

ふるさと和歌山応援ｻｲﾄ httｐs://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/   
                   2019 年（平成 31 年）２月 Nｏ.１３０ 
   *個人情報につきましては、「和歌山だより」       和歌山県 秘書課 
     の発行以外の目的には、使用いたしません。       〒640-8585 和歌山県和歌山市小松原通１－１ 
                      TEL 073-441-2022 

★「和歌山だより」Ｗeｂ版を和歌山県ホームページにアップしています。Ｗeｂ版

ならではの美しい画面を楽しんでいただけますので是非御覧ください。 

 


